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特　
集

　
編
集
委
員
会
よ
り

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

は
つ
ら
つ
と
し
た
皆
さ
ん
に
出
会

い
、
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　

今
回
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
と
町
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
、
今
後
と
も
議
会
活
動
・
議

員
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

　

前
田
充
浩
／
大
塚
貴
充

　

１
月
12
日
（
日
）
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年
は
90
名

の
皆
さ
ん
が
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に

「
夢
」「
目
標
」「
町
へ
の
思
い
」
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

二十歳のつどい

「夢」「町への思い」「夢」「町への思い」
～拝啓はたちの皆さんへ～～拝啓はたちの皆さんへ～

ひとつ夢が叶うなら？ひとつ夢が叶うなら？

今 後 の 目 標 は ？今 後 の 目 標 は ？

●お金持ちになりたい
●白子町に大きな家が欲しい
●白子町に駅が欲しい
●白子町にスーパーが欲しい
●時間が欲しい

●学校教諭になって白子町に帰ってきたい
●大学を卒業・就職して親を安心させたい
●国家資格をとり手に職をつけて白子町に還元したい
●計画性をもって行動し楽しんでいきたい
●おもちゃ会社を経営し白子営業所をつくりたい
●いろいろな事に挑戦したい
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二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
も

通
っ
て
い
た
は
ず
の
小
学
校
。

小
学
校
再
編
に
関
し
、
未
来
へ

つ
な
ぐ
教
育
環
境
を
求
め
て
町
議

会
の
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
各

種
調
査
を
実
施
し
な
が
ら
小
学
校

再
編
に
関
す
る
議
論
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
と
の
意
見
交

換
、
白
子
中
学
校
敷
地
の
現
地
調

査
、
議
員
間
で
の
協
議
・
検
討
、

長
南
町
で
の
事
例
検
討
な
ど
の
結

果
、
白
子
町
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
小
学
校
再
編
に

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。

●
小
学
校
の
統
合
時
期
は
令
和
10
年
４
月
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
今

後
と
も
議
論
を
継
続
し
、
結
論
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
。

●
新
た
な
学
校
の
位
置
等
は
、
白
子
中
学
校
の
南
校
舎
と
体
育

館
の
間
で
は
な
く
、
プ
ー
ル
側
（
敷
地
の
西
側
）
を
検
討
す

べ
き
で
、
更
な
る
議
論
を
進
め
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

●
遊
具
を
配
置
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
プ
ー
ル
の
設
備
改
修
な
ど

に
よ
り
、
敷
地
内
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実

を
徹
底
し
、
全
て
の
共
用
施
設
の
安
全
性
確
保
に
十
分
留
意

す
る
こ
と
。

●
学
童
保
育
の
運
営
や
施
設
整
備
は
、
統
合
小
学
校
開
校
ま
で

に
は
必
ず
対
応
す
る
こ
と
。

●
保
護
者
の
送
迎
に
よ
る
混
雑
緩
和
や
登
下
校
の
安
全
確
保
の

た
め
、
早
急
に
周
辺
道
路
の
整
備
や
渋
滞
対
策
を
実
施
し
、

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
配
慮
す

る
こ
と
。

●
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
（
仮
）
は
保
護

者
や
地
域
の
意
見
を
十
分
に
反
映
で
き

る
体
制
と
し
、
適
宜
そ
の
状
況
を
公
開
・

公
表
す
る
こ
と
。

未
来
へ
つ
な
ぐ

未
来
へ
つ
な
ぐ

　　
  

小
学
校
再
編
に
む
け
た
活
動

小
学
校
再
編
に
む
け
た
活
動

現
地
調
査
や
意
見
交
換
を

実
施

教 育 委 員 会 へ 提 言 書 を 提 出教 育 委 員 会 へ 提 言 書 を 提 出

　
主
な
提
言
内
容

　
主
な
提
言
内
容

中学校敷地内で検討
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 令和６年１２月１３日（金）から１９日（木）までの７日間で、令和６年第４回
白子町議会定例会を開催しました。
　本会議では、人権擁護委員や教育長、補正予算などが決まりました。
 　一般質問では、１１人の議員が町政を質しました。

※議会だよりの一般質問は議員作成の原稿を基に作成しています。
　一般質問の詳細は町ホームページ
（左右のＱＲコードでご覧いただけます）でご確認ください。

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

フ
ー
ド
リ
ボ
ン

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宗 島 理 仁
議 員

て
い
ま
す
。

包
括
連
携
協
定
を
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
を

　

こ
ど
も
食
堂
を
補
完
す
る
こ

と
が
で
き
る
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
官
民
連
携
で
取
り
組

み
、
普
及
し
て
い
く
べ
き
だ
が
見

解
を
伺
い
ま
す
。

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ,

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

　

飲
食
店
に
と
ど
ま
ら
ず
、

様
々
な
業
態
の
お
店
で
フ
ー
ド
リ

ボ
ン
が
利
用
で
き
る
よ
う
情
報
発

信
を
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
　
活
性
化
と
充
実
を

　

町
で
の
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
子
ど
も

の
夢
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
育
成

に
資
す
る
た
め
、
支
援
の
充
実
を

す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
ま

す
。

全
て
の
子
供
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
に

　

町
内
の
小
中
学
生
が
各
種
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
場
合
、

教
育
委
員
会
か
ら
優
秀
選
手
へ
表

彰
状
を
授
与
し
、
併
せ
て
記
念
品

に
代
わ
る
ク
オ
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

一
般
質
問
の
言
葉
の
説
明

 「
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

☆
お
腹
い
っ
ぱ
い
ご
飯
を
食
べ

て
、
大
人
に
見
守
ら
れ
て
、
元
気

に
外
を
駆
け
ま
わ
る
☆
そ
ん
な
光

景
が
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
で
あ
る

よ
う
、
子
ど
も
た
ち
の
「
今
日
の

一
食
」
を
支
え
る
の
が
フ
ー
ド
リ

ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

「
認
定
こ
ど
も
園
」

　

教
育･

保
育
を
一
体
的
に
行
う

施
設
で
、
い
わ
ば
幼
稚
園
と
保
育

所
の
両
方
の
良
さ
を
併
せ
持
っ
て

い
る
施
設
で
す
。
認
定
こ
ど
も
園

に
は
、
地
域
の
実
情
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
選
択
が
可
能
と

な
る
よ
う
多
様
な
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
認
定
こ
ど
も
園
の

認
定
を
受
け
て
も
幼
稚
園
や
保
育

所
等
は
そ
の
位
置
づ
け
は
失
い
ま

せ
ん
。

飲食店内の
フードリボン

12/13 12/19
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小
学
校
再
編
は

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

            　
　
　
連
携
は

大多和  正夫
議 員

髙 山 隆 一
議 員

策
は
、
今
後
各
課
と
連
携
し
、
統

合
準
備
委
員
会
で
協
議
し
ま
す
。

 

他
に
「
学
童
保
育
施
設
併
用
の

考
え
方
」「
新
校
舎
・
体
育
館
の
災

害
時
避
難
施
設
と
し
て
の
設
備
対

策
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

お
も
に
人
件
費
に
充
て
ら
れ
て
お

り
、
令
和
５
年
度
の
補
助
金
額
は

３
千
１
５
４
万
７
千
８
８
６
円
で

す
。
協
議
会
の
職
員
は
８
名
、
町

派
遣
職
員
２
名
の
10
名
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
エ
リ
ア
設

定
・
校
舎
位
置
と
交
通
渋
滞

緩
和
策
を

　

小
学
生
・
中
学
生
の
学
習
活

動
が
適
正
な
関
係
が
保
て
る
エ
リ

ア
の
設
定
・
校
舎
位
置
の
考
え

方
・
統
合
に
よ
る
交
通
渋
滞
緩
和

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

施
設
一
体
型
及
び
施
設
の
配

置
は
今
後
の
検
討

　

統
合
後
の
小
学
校
は
中
学
校

敷
地
内
に
設
置
し
、
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
た
い
。
施
設
一
体
型

と
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
を
重
ね
ま
す
。
保
護
者
送

迎
用
駐
車
場
の
確
保
と
渋
滞
緩
和

多
額
の
補
助
金
と

      

職
員
の
派
遣
は
適
切
か

　

町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ

補
助
金
の
交
付
や
職
員
の
派
遣
を

し
て
い
る
が
、
適
切
か
伺
い
ま
す
。

事
業
を
聞
取
り
、
活
動
内
容

の
把
握
を
し
て
い
る

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
実
施
状

況
・
実
施
結
果
な
ど
定
期
的
に
報

告
を
受
け
て
お
り
、
相
互
の
協
力

が
必
要
な
事
業
は
両
者
で
協
議
し

対
応
す
る
な
ど
、
町
と
社
会
福
祉

協
議
会
の
連
携
は
図
れ
て
い
ま
す
。

 

補
助
金
は
適
正
に
交
付
さ
れ
、

関小学校
白潟小学校

給食サービス夢サロン

南白亀小学校

統合予定の
小学校
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将
来
の
保
育
所
を

　
ど
の
様
に
考
え
る
の
か

令
和
７
年
度
予
算
の
町
政

運
営
に
対
す
る
取
り
組
み

秋 葉 広 行
議 員

前 田 充 浩
議 員

へ
の
移
行
は
、
検
討
の
段
階
だ
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

３
保
育
所
の
統
合
や
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
は
？

　

３
小
学
校
を
統
合
し
、
次
は

保
育
所
を
ど
の
様
に
す
る
か
早
急

に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
総
合
計
画
で
は
保
育
所
施
設

の
整
備
を
重
要
な
施
策
と
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
等
ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
い

ま
す
。

検
討
段
階
だ
が
迅
速
か
つ

　
　
　
　
丁
寧
に
取
り
組
む

　

保
育
士
の
確
保
、
処
遇
改
善

や
施
設
の
老
朽
化
等
様
々
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
統
合
と
こ
ど
も
園

石
井
町
長
が
示
し
た
重
点
的

な
取
り
組
み

　

令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て
、

石
井
町
長
が
指
示
を
さ
れ
た
重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
、

ま
た
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

基
本
方
針
に
沿
っ
た
予
算
編

成
の
取
り
組
み

　

人
口
減
に
起
因
す
る
歳
入

一
般
財
源
の
減
少
等
へ
の
対
応
と

し
て
、
歳
入
確
保
策
の
一
層
の
拡

充
及
び
、
す
べ
て
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
図
り
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

人口減少対策に予算を

白潟保育所

関保育所南白亀保育所
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町
長
選
挙
に
向
け
て

買
物
弱
者
支
援
を

町
有
施
設
の
現
状
と
今
後

大 塚 貴 充
議 員

酒 井 良 信
議 員

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘
致

は　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘
致

の
進
展
が
見
ら
れ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

状
況
は
芳
し
く
な
い

　

状
況
は
芳
し
く
な
く
進
展
は

あ
り
ま
せ
ん
。
買
物
弱
者
支
援
対

策
と
し
て
、
交
通
事
業
者
と
公
共

交
通
の
町
外
輸
送
の
実
現
に
つ
い

て
、
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
増
額
を
新
年

度
予
算
に
計
上
す
る
予
定
で
あ
り
、

今
で
き
る
こ
と
の
最
善
策
を
打
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の

状
況
と
、
今
後
の
土
地
建
物
の
有

効
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

伺
い
ま
す
。

旧
ア
ク
ア
健
康
セ
ン
タ
ー
と

の
一
体
活
用
を
模
索

　

旧
白
子
荘
は
令
和
６
年
10
月

に
解
体
工
事
が
完
了
し
更
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
旧
ア
ク
ア
健
康

セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
耐
力
度
も
満

た
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建
物
を
残

し
て
活
用
し
た
い
で
す
。

　　

他
に
「
旧
労
災
リ
ハ
ビ
リ
跡
地

の
活
用
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

進
退
を
問
う

　

５
月
25
日
に
町
長
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
石
井
町
長
の
進
退

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

立
候
補
を
表
明

　

町
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
す
。

　

課
題
解
決
・
公
約
実
現
に
は
、

道
半
ば
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
も
う
一
期
か
じ
取
り
役
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旧
南
白
亀
保
育
所
跡
地
の

                       

活
用
は

　

旧
南
白
亀
保
育
所
跡
地
の
現

在
の
利
用
状
況
と
、
将
来
的
な
活

用
方
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

伺
い
ま
す
。

若
者
定
住
を
図
る
た
め
有
効

的
に
活
用

　

行
政
財
産
と
し
て
土
地
の
一

部
を
貸
出
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
分
譲
地
と
し
て
造
成
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。
公
募
対
象
者
や
価

格
等
は
、
協
議
検
討
し
ま
す
。

旧
白
子
荘
跡
地
の
活
用
は

　
　

旧
白
子
荘
と
、
隣
接
す
る
旧

旧アクア健康センター



令和７年２月６日　白子の議会　第 156 号 8

自
転
車
の
役
割
拡
大
に
向　

け
た
安
全
対
策

地
域
資
源
の
活
用
を

今 井 滋 則
議 員

大多和 正之
議 員

備
を
検
討
し
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
変
わ
る
地

域
活
性
化
を

　

町
長
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
管
理
状
況

と
、
任
期
中
に
提
案
し
た
地
域
経

済
の
活
性
化
や
イ
メ
ー
ジ
向
上
に

向
け
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
お
け

る
実
績
を
伺
い
ま
す
。

町
主
体
イ
ベ
ン
ト
は
な
し

　

私
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
自
分
や
他

の
方
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
林
さ

ん
が
夏
祭
り
を
３
年
続
け
て
実
施

し
て
お
り
、
本
年
は
１
万
７
千
人

の
来
場
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
町
が
実
施
主
体
の
イ
ベ
ン

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
交
法
改
正
後
の
周
知
、

　
　
　
　
　
教
育
、
対
策
は

　

11
月
の
道
路
交
通
法
改
正
の

周
知
及
び
交
通
安
全
教
育
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

自
転
車
通
行
帯
の
設
置
の
考
え
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

周
知
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
教
育
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
と
も
毎
年
、
警

察
、
交
通
安
全
協
会
が
交
通
安
全

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
新
設
や
拡
幅
す
る
道
路

に
つ
い
て
は
、
車
道
混
在
型
の
整

白
子
温
泉
の
有
効
活
用
は

　

地
域
資
源
で
あ
る
白
子
温
泉

の
有
効
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

観
光
分
野
の
中
心
と
し
て

　

観
光
分
野
の
中
心
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
期
待
し
て
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
白
子
温
泉
を
町
民
へ
周

知
す
る
た
め
、
温
泉
桜
ま
つ
り
期

間
に
町
民
入
浴
無
料
サ
ー
ビ
ス
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
白
子
町
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
化
は

車道混在型の道路

地域おこし協力隊企画の夏祭り

小学校での交通安全教室



令和７年２月６日　白子の議会　第 156 号9

海
岸
公
園
の
整
備
を

「
行
っ
て
み
た
い
町
」

　
　
　
　
　
　
に
な
ろ
う

市 川 隆 子
議 員

大多和  秀一
議 員

県
へ
の
要
望
を
継
続
す
る

　

整
備
は
県
が
行
い
、
町
は
指

定
管
理
者
と
し
て
委
託
費
内
で
の

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
に
修
繕
要
望
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す

軽
減
に
向
け
て
の
取
組
み
は

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
教
材

費
の
負
担
を
工
夫
し
て
軽
減
で
き

る
よ
う
取
組
め
な
い
か
伺
い
ま
す
。

負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

努
め
て
い
る

　

文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
で

「
保
護
者
負
担
が
過
重
に
な
ら
な

い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
」
と
示
さ

れ
て
お
り
、
町
で
も
家
庭
の
負
担

が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

教
材
費
の
負
担
軽
減
を

に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
他
「
町
政
運
営
」
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

整
備
の
進
め
方
は

　

海
岸
公
園
の
遊
具
は
撤
去
さ

れ
て
も
新
設
さ
れ
ず
、
剃
金
側
の

シ
ャ
ワ
ー
も
古
く
排
水
も
悪
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

公
園
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
白
子

　
　
　
　
　
そ
の
役
割
は
？

　

10
月
７
日
に
設
立
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
白

子
の
役
割
と
、
こ
れ
か
ら
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
の
資
源
を
利
用
し
稼
ぐ
力

を
引
き
出
す

　

こ
の
法
人
は
利
益
の
追
求
を

行
う
法
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
づ
く
り
法
人
と
し
て
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す
と
共
に
、

活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

特
別
交
付
税
を
活
用
し
、
運
営

自然公園の使用禁止ブランコ

週末は釣り人で賑わう

自然公園の前川

新鮮で美味しい野菜を販売する

農産物直売所「ひまわり」

白 子 町 の 観 光 資 源
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自
己
評
価
と
抱
負

　

議
員
就
任
か
ら
１
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
私
達
の
活
動
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
１
年
間
の
自
己
評
価

と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

　

地
域
の
方
の
声
を
か
た
ち
に
…

こ
れ
か
ら
も
議
員
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

自 己 評 価

物価高騰の中、子育て支援の１
つとして求めていた学校給食
費無償化が実現しました。

今 後 の 抱 負

地域の方の声を聴き、住民のくらしや福祉の充実に
努めます。

自 己 評 価

不妊治療の助成、英検の補助、し
らかた防災の丘の備品の充実と地
域に根差した活動をしてきました。

今 後 の 抱 負

子育て世代の代表として、皆さんの声を大事にこれ
からも頑張ります。

自 己 評 価

議長という立場で多数の会議
に尽力しています。課題の買物
困難対策に取り組みました。

今 後 の 抱 負

買物困難解決のため、引き続き精肉・鮮魚の流通に
ついて取り組みます。

自 己 評 価

自治会、住民の皆様方の要望、
陳情等は十分な役割を果たし
たと思います。

今 後 の 抱 負

イベントの復活で、町民が集えるまちづくりを目
指します。

自 己 評 価

地域プロジェクトマネージャーと
共に玉ねぎ粉末加工に挑戦しまし
た。次は缶詰加工に挑戦します。

今 後 の 抱 負

白子町の産業発展のため、白子バイパスの早期開
通に努力します。

自 己 評 価

農業基盤整備や休日部活動の社会
移行に取り組みましたが、学べば
学ぶ程未熟な点に気付きました。

今 後 の 抱 負

小学校の複式学級を避けるべく、努力を続けてい
きます。

自 己 評 価

小学校の再編をはじめ、町の課題
について確かな歩みを求めて、多
くの提言ができました。

今 後 の 抱 負

観光地域づくり法人始動に期待、唯一無二の町づ
くりに頑張ります。

議  長



令和７年２月６日　白子の議会　第 156 号11

自 己 評 価

１年間４回の定例議会で一般質問
を行い、開かれた議会を目指し、
町民目線で活動を行いました。

今 後 の 抱 負

安全なくらしを守り、教育、福祉、産業振興を推進
します。

自 己 評 価

議員同士の連携・議論を深め、よ
り良い議会を目指しました。また
農業の維持・発展を研究しました。

今 後 の 抱 負

少子化を踏まえた、持続可能な産業振興に努めます。

自 己 評 価

ベンチやカーブミラー・ガード
レールの設置など、地域住民の要
望を実現できるよう活動しました。

今 後 の 抱 負

町民の方が安心・安全に住めるよう、防災・減災に
取り組みます。

自 己 評 価

海岸や地域の清掃活動を積極的に
行い、町をきれいな環境に整える
事で犯罪抑制に取り組みました。

今 後 の 抱 負

地域住民の声を聴き、安全に暮らせる白子町のた
めに行動します。

自 己 評 価

一般質問で町政運営を問うとして
町長に副町長不在や議会との対話
の重要性の核心に迫りました。

今 後 の 抱 負

結婚支援事業に取り組み、縁結びのしかけづくり
に力を注ぎます。

自 己 評 価

子育支援対策の一環として学校給
食費無償化への取組みと、地域住
民の方々の声の実現に努めました。

今 後 の 抱 負

子育て支援の充実と、高齢者に優しい環境づくり
に取り組みます。

自 己 評 価

町の産業である農業・観光の
振興発展のために努めました。

今 後 の 抱 負

将来を担う子供たちが安心安全に暮らせる町
づくりを目指します。

副議長
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編
集
後
記

議
会
広
報
を
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
広
報
紙
に
す
る
た
め

に
、
紙
面
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
特
集
記
事
の
創

設
、
１
ペ
ー
ジ
当
た
り
の
段
落
を

減
ら
し
、
文
字
を
大
き
く
見
や
す

く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
写
真
の
数

を
増
や
し
、
い
わ
ゆ
る
“
見
せ
る

議
会
広
報
”
を
制
作
し
て
い
て
、

読
者
の
理
解
の
深
化
を
強
く
志
向

し
、
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を
委
員

が
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。従

来
の
「
定
例
会
の
報
告
」
か

ら
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議

会
が
い
ま
何
を
焦
点
化
し
、
発
信

す
べ
き
か
を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、「
民
意
の
反
映
」
が

議
決
機
関
た
る
議
会
の
使
命
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
皆
さ
ん
の
声
が

ど
の
よ
う
に
政
策
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
を
伝
え
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

   

宗
島
　
理
仁

皆さんは白子町公式ウェブサイトで「町議会」のページを
ご覧になったことがありますか？

議会だよりに掲載しきれない情報がたくさん載っています。
是非こちらもご覧ください。

「町議会トップ」　 「議会中継」

≪賛成：○　反対：×　欠席：欠　棄権・退席：退≫ 
※議長は裁決に加わりません。

議席 
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 

議長 9 10 11 12 13 14

議 案 番 号 上 程 さ れ た 議 案 等

審
議
結
果

大
塚
貴
充

前
田
充
浩

秋
葉
広
行

髙
山
隆
一

長
島
誠
一

今
井
滋
則

大
多
和
正
夫

梅
澤
哲
夫

宗
島
理
仁

酒
井
良
信

今
関
勝
巳

大
多
和
正
之

大
多
和
秀
一

市
川
隆
子

承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについて
（令和６年度白子町一般会計第４回歳入歳出補正予算） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについて
（訴えの提起について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任と
認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意第１号 白子町教育委員会教育長の任命につき同意を求める
ことについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１号 損害賠償の額の決定及び和解について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２号 千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及
び千葉県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号 白子町一般職の職員の給与等に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号 白子町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議案第５号 白子町重度心身障害者の医療費等の助成に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６号 白子町ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号 令和６年度白子町一般会計第５回歳入歳出補正予算
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号 令和６年度白子町国民健康保険事業特別会計第３回
歳入歳出補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号 令和６年度白子町介護保険事業特別会計第２回歳入
歳出補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第10号 令和６年度白子町コミニティ・プラント事業特別会
計第２回歳入歳出補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第11号 令和６年度白子町ガス事業特別会計第２回歳入歳出
補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議案第１号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 ×

発議案第２号 白子町議会の個人情報の保護に関する条例施行規程
の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年第４回議会定例会　議案審議結果一覧


